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２

　市では「那珂市ふるさとづくり寄付要綱」を定め、市を応援しよう
としてくださる皆さまの想いを、寄付としてお預かりしています。
　９月１日からは、寄付いただいたかたへ感謝の気持ちを伝えるため

に、謝礼品「ふるさとの便り」を贈ることとしました。１回の寄付金額が１万円以上の個人の
かたであれば、市外だけでなく、市内にお住まいのかたにも謝礼品をお贈りします。寄付金額
に応じたポイントが発行され、保有するポイントの範囲内でお好きな謝礼品を選んでいただく
ことができます。市の魅力を再発見できる機会ですので、ぜひこの制度をご利用ください。

９月１日から
「ふるさとの便り」がスタート！

　謝礼品には、市で生産・加工されたものや市を
ＰＲするものを各種揃えており、今回はその一部
を紹介します。
※すべての謝礼品を確認するにはふるさと納税ポ
イント自治体ポータルサイト「ふるぽ」をご覧
ください。「ふるぽ」には市ホームページから移
動できます

　　謝礼品の紹介

【常陸野ネストビールセット】
木内酒造

【那珂パパイヤ加工品（ドレッシング）セット】
やぎぬま農園

【大名うどん　１箱】
丸金産業㈲

【常陸牛ビーフカレーセット】
川又精肉店

【シクラメン７号　１鉢（期間限定）】
中山園芸

【３Ｄマイフィギュア】
リアルクラフト

　９月１日以降、「謝礼品に魅力を感じた」と全国から寄付をいただいておりますが、市の魅力をさらに広く
発信していくため、今後も謝礼品の充実に力を入れていきます。
　市では、趣旨に賛同し参加いただける協力事業者を募集しています。詳しくは財政課までご連絡ください。

謝礼品を拡充するために、協力事業者を募集しています

１．自然環境の保全に関する事業
２．福祉施策の充実に関する事業
３．教育又は文化の振興に関する事業
４．快適な生活環境の形成に関する事業
５．協働のまちづくりに関する事業

　寄付の申込み時に充当する事業を選ぶことができます。
「この事業を応援したい」「この事業に役立てて欲しい」と
いった皆さまの想いが反映されたまちづくりの推進のため
にも、ぜひご指定ください。

　　寄付の活用

　寄付を申し込むには、「寄付申込書」を財政課に提出していただくか、市ホームページからふるさと納税ポータル
サイト「ふるさとチョイス」の専用フォームにて送信してください。専用フォームによる申込みの場合は、クレジッ
トカードでの納付も可能です。

　　寄付の申込方法
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　平成２６年度には総額２７６万４，３６０円の寄付金をいただきました。
　受け入れた寄付金につきましては、まちづくりの貴重な財源として有効に活用するため、下表のとおり各事業費
の財源に充当しました。

　　平成26年度「ふるさとづくり寄付」について報告します

充当額充当事業名件数寄付金使途指定事業

３，０００円清水洞の上整備事業１件自然環境の保全に関する事業

１，３３０，０００円タクシー利用助成事業５件福祉施策の充実に関する事業

１，４２８，３６０円家庭教育学級開設事業１４件教育又は文化の振興に関する事業

３，０００円公園管理事業１件快適な生活環境の形成に関する事業

　皆さまの善意に対し、改めて感謝申し上げますとともに、今後も皆さまから愛され、応援していただく「ふるさ
と」として、まちづくりを進めてまいります。

　　「ふるさとづくり寄付」受入状況
　　　　【平成27年４月～８月】

　３件　９０，０００円の寄付をいただきました。
皆さまの善意に感謝申し上げます。

１．ふるさとづくり寄付のうち、２，０００円を超える額については、
一定限度まで所得税・個人住民税から控除されます。
２．「ふるさと納税ワンストップ特例制度」が創設され、寄付をす
る際に申請すれば、確定申告をしなくても寄付に関する控除が
受けられます。
※ただし、確定申告が不要な給与所得者などで、かつ、寄付する
自治体が５か所以内のかたに限られます

　　制度の改正により、寄付がしやすくなりました

ご注意ください！
　「ふるさとづくり寄付」や「ふるさと納税」をかたった詐
欺行為には十分ご注意ください。
　市から、寄付のお申込みのないかたへ払込書を送付した
り、請求を行うことはありません。

�２９８－１１１１問い合わせ

【寄付の申込みについて】
財政課財政グループ（内線５２２）

【税金の申告・控除について】
税務課市民税グループ（内線１６５）
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　車の新しい利用形態カーシェアリングの普及がヨーロッパを中心に進みつつあります。カーシェアリングの
シェア（�����）とは、「共有する」「分かち合う」という意味で、登録した会員間で車を共同使用することをい
います。
　カーシェアリングでは、専用の駐車スペースがマンションの前や住宅街の一角、スーパーマーケットの駐車場
内などに設置されます。日本では、コンビニエンスストアの駐車場への設置も広がりつつあります。共同使用の
形態は、マンション数世帯で１台の車を共有する規模の小さなものから、１万人の会員が１０００台の車を２００か所以
上のステーションで共有する規模の大きなものまでさまざまです。
　レンタカーは不特定多数が利用するシステムですが、カーシェアリングはあらかじめ利用者登録した会員に
対してのみ車が貸し出されます。また、レンタカーのような半日、１日単位の利用ではなく、利用時間の単位は
１０分～１５分単位や１日単位で利用できるところもあり、短時間・短距離の利用を前提とするシステムになってい
ます。
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　カーシェアリングを利用するメリットのひとつは、車を
使用する費用が安く済むことです。車を自分で所有する場
合、まず取得価格が高額である上、自動車取得税、自動車
税または軽自動車税、自動車重量税、駐車場代、自賠責保
険代、自動車任意保険代、車検代、整備費用、そして消費
税など、所有するだけで相当の諸費用の支払いが必要とな
ります。このような維持費を払いつつ車を所有したとして
も、車を使用するのは１日せいぜい数時間に過ぎず、使用
していない時間のほうが圧倒的に多く、稼働率は低いのが
普通です。平日はほとんど車に乗らず、休日にしか車を使
わない、いわゆる「サンデードライバー」の場合、月間の

車の利用時間はせいぜい８時間程度です。こういったかたには特に、必要な時間だけ車を利用し、同一の車を複
数の人で共同使用することで維持費を折半するカーシェアリングを利用する意義があります。もちろん、共有す
る人数が多くなれば、１人当たりの負担額はより少なくて済みます。
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今から買い物
に行きたい

携帯電話やパソコン
を使い自宅の近くの
ステーションに置か
れた小型車を予約

車のドアロックを会員
カードで開け、車のキー
をダッシュボードから
取り出して運転

利用後、車を
ステーション
に戻す

カーシェアリング事
業者に走行距離と利
用時間を連絡

※料金は走行距離と利用時間の両方から計算され、支払いは月々自動引き落とし
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　アメリカの大手カーシェアリング事業者は、１台のカーシェアリングで約２０台のマイカーを減らすことができ
ると報告しています。ガソリン乗用車は、最も大きな��２（二酸化炭素）の発生源で、ガソリン１�を消費すると、
実に２．３���もの大量の��２�を排出します。したがって、カーシェアリングが普及し、自動車の保有台数が減少す
れば、��２�排出量の大きな削減になります。
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　カーシェアリングの利用料金は、走行距離と利用時間によって決まります。そのため、カーシェアリングの利
用者は利用料金を減らすために走行距離と利用時間を少しでも減らそうと努めるようになります。その結果、
カーシェアリング事業者の報告によるとカーシェアリング入会後では入会前に比べて、年間走行距離が５分の１
にまで減ったそうです。カーシェアリングを利用すれば、走行距離・利用時間の減少によっても、��２�排出量を
大幅に削減することができるのです。
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��	���������������

　減税措置などでエコカーは一般家庭にも普及してきましたが、それでもガ
ソリン車と比べるとまだ高価であるため、個人で所有することは容易ではあ
りません。しかし、カーシェアリングでは複数の会員で車を共同使用するた
め、こうした高価なエコカーでも利用することができます。カーシェアリン
グ利用者が増えれば、自動車全体に占めるエコカーの普及も進むため、自家
用車による��２�の排出量を大幅に削減できます。

環境課環境グループ
�２９８－１１１１（内線４４７～４４９）

問い合わせ

　「うちエコ診断」は、うちエコ診断士が専用のツールを用いて、各家庭に対して��２�排出削減のコンサル
ティングをコンパクトに行うもので、各家庭の「どこから」「どれだけ」��２�が排出されているのかを見え
る化し、削減余地の大きい分野について集中的に対策提案をします。各家庭の異なるライフスタイルに応
じたオーダーメイドの対策で、確実な��２�削減を行います。うちエコ診断士がご自宅を訪問する「訪問診
断」、または直接センターで診断を受ける「窓口診断」のどちらかを利用いただけます。

【申込み・問い合わせ】茨城県地球温暖化防止活動推進センター　クールアースいばらき事務局

〒３１０－０８３６　

水戸市元吉田町１７３６－２０

�０２９－２４８－７４３１

���　０２９－２４０－１２７０

��メールアドレス　�������＠�����������	��	
�

�����������	
�	�	
�����������������������	
�

�������	
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　日本で初めてカーシェアリングが始まったのは１９８８年でしたが、その後なかなか普及せず、本格的に事業化さ
れたのは近年です。レンタカーに比べて今のところ知名度はまだ低いのが現状です。茨城県内には６つの市に３５
のステーションがあり、そのうち水戸市には駅周辺に１６のステーションがあります。近い未来、カーシェアリン
グが公共交通機関を補完するシステムとして、利用促進が図られ普及が進むことが期待されます。
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国
で
は
、
地
方
の
人
口
減
少
克
服
と
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年　

月
１１

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定

し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
も
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創

生
の
実
現
に
向
け
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
総
合
戦
略
」
か
ら
構
成
す
る
「
那
珂
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

今
年
度
策
定
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
戦
略
に
は
「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」

を
つ
く
り
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼

び
込
む
好
循
環
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
支

え
る
「
ま
ち
」
を
活
性
化
し
、
安
心
し
て

生
活
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
を
盛
り
込

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
口
の
自
然
増
に
関
わ

る
子
育
て
支
援
策
や
社
会
増
に
関
わ
る
定

住
促
進
策
、
安
心
で
安
全
な
住
み
よ
い
ま

ち
を
目
指
す
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

【
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
】

　

市
の
人
口
現
状
を
分
析
し
、
人
口
の
将

来
展
望
、
市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
向

を
示
す
も
の
で
す
。

※
左
ペ
ー
ジ
図
２
参
照

【
総
合
戦
略
】

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
計
画
で
す
。

※
左
ペ
ー
ジ
図
３
参
照
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昨
年
５
月
に
民
間
機
関
が
発
表
し
た
推
計
結
果
に
よ
る
と
、　

〜　

歳
の
女
性
人

２０

３９

口
が
２
０
４
０
年
ま
で
に
５
割
以
上
減
少
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」

は
全
国
の
約
半
数
の
自
治
体
に
上
り
ま
す
。
こ
の
中
に
那
珂
市
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
総
人
口
は
今
よ
り
約　

・
５
％
減
の
約
４
万
２
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と

２１

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
も
、
人
口
減
少
が
地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小
を
呼
び
、
地
域
経

済
の
縮
小
が
さ
ら
に
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
活
力
の
あ

る
那
珂
市
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組

み
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
３
月
に
「
那
珂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
の

戦
略
は
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、

有
識
者
の
意
見
や
２
種
類
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
反
映
し
な
が
ら
策
定
し
て
い

ま
す
。
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那珂市まち・ひと・しごと創生本部
本部長　：市長
副本部長：副市長
本部員　：教育長、企画部長、総務部長、
　　　　　市民生活部長、保健福祉部長、
　　　　　産業部長、建設部長、上下水道

部長、議会事務局長、教育部長、
消防長、行財政改革推進室長

那珂市まち・ひと・しごと創生本部有識者
会議（１５人）
　住民代表、国・県関係の行政機関、産業、
教育、金融、労働者団体、子育ての有識者、
学識経験者

アンケート調査の概要
■結婚・出産・子育て意識調査
　１８～４９歳の男女３，０００人（無作為抽出）
■高校生の将来に関する意識調査
　（１０市町村合同）
　１０市町村の県立・私立高校に通学する高校
３年生
※近隣では那珂市のほか、水戸市・日立市・
東海村が参加

推進体制

政
策
企
画
課
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
４
３
２
・
４
３
３
）

問
い
合
わ
せ
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市の将来人口展望（図�） 現状（図１）

■将来展望の推計のポイント
　２０１０年に実施した国勢調査（図１）を基準として、国立社会保障人口問題研究所が行った将来人口推計（２０１３
年３月推計）に、以下の点を踏まえて市の将来人口を展望しました。
①現在の人口状況：２０１５年１月時点の常住人口が推計より５００人上回っている
②合計特殊出生率の改善：２０３０年に１．８、２０４０年に２．０７に改善する仮定値（国と
同様の仮定値）
※結婚・出産・子育て意識調査　　市民希望出生率：１．９１　
　高校生の将来に関する意識調査　将来欲しい子ども数：２．１８人
③社会移動の改善：年間３０人社会増となる仮定値
※２００３～２０１３年の社会増の年平均人数：２０人

基本的な考え方

しごとの創生
安定した雇用の創出戦略

那珂市への人口還流戦略

結婚・出産・子育て応援戦略

時代にあった地域の創造戦略

ひとの創生

まちの創生

視点１
戦略１

戦略２

戦略３

戦略４

国の政策分野①
　地方における安定した雇
用を創出する

国の政策分野②
　地方への新しい人の流れ
をつくる

国の政策分野③
　若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

国の政策分野④
　時代にあった地域をつくり
安心な暮らしを守るととも
に、地域と地域を連携する

視点２

視点３

目標 戦略

市
都
化
文
活
生
な
か
豊
る
創
に
も
と
と
民
市

画
計
合
総
市
珂
那
次
１
第
（

　

）
標
目
り
く
づ
ち
ま

戦略の骨子案（図３） 　

こ
れ
ま
で
に
創
生
本
部
会
議
を
３
回
、
有
識
者
会
議
を
２
回
を
開
催
し
、
８
月
４
日
の
第

２
回
有
識
者
会
議
で
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
お
よ
び
「
総
合
戦
略
骨
子
（
案
）」
を
提

示
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
で
は
、
２
０
４
０
年
の
将
来
人
口
展
望
の
目
標
値
を
４
万
７
０

０
０
人
と
し
ま
し
た
。（
図
２
参
照
）

　
「
総
合
戦
略
骨
子
（
案
）」
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、「
し
ご
と
の
創

生
」「
ひ
と
の
創
生
」「
ま
ち
の
創
生
」
の
基
本
的
な
考
え
方
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
（
戦
略
）

と
し
て
、「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
戦
略
」「
那
珂
市
へ
の
人
口
還
流
戦
略
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
応
援
戦
略
」「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
の
創
造
戦
略
」
の
戦
略
を
示
し
ま
し
た
。（
図
３

参
照
）

�
�
�
�
�
�
�
	
�

那
珂
市
の
人
口
推
計　

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

２０４０年　人口４７，０００人（展望） ２０１０年　人口５４，２４０人
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■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
に
「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ

い
座
談
会
」
を
開
催
し
、　

人
の
参
加
が

２８

あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
市
の
施
策
の
取
り
組
み
に
関
し

て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
和
行
政
に
つ
い
て

　

本
年
が
戦
後　

年
の
節
目
に
当
た
る
こ

７０

と
か
ら
、「
戦
後　

年
の
記
憶　

語
り
継

７０

ぐ
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争　

」
を
テ
ー
マ
に
、

市
と
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
平
和
祈

念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
は
、
特
別

展
示
「
戦
後　

年
の
記
憶
展
」
を
７
月　

７０

２５

日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
、「
寺
門
治
平
日

記
と
戦
時
下
の
ふ
る
さ
と
」
と
題
し
た
講

演
会
を
７
月　

日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

３０

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
８
月
６
日
に
長
崎
で
被
爆
し

た
ク
ス
ノ
キ
の
二
世
樹
木
の
植
樹
式
を
庁

舎
前
で
行
い
、　

日
に
は
「『
戦
争
の
体
験

２２

を
語
り
伝
え
よ
う
』戦
争
体
験
者
の
お
話
」

と
題
し
て
、
３
人
の
か
た
か
ら
当
時
の
体

験
を
聞
く
講
演
会
を
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
平
和
を
考
え
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原

爆
ポ
ス
タ
ー
展
、
沖
縄
戦
写
真
パ
ネ
ル

展
・
映
像
コ
ー
ナ
ー
」
を
１
日
か
ら　

日
１３

ま
で
図
書
館
で
、　

日
か
ら　

日
ま
で
総

１５

３０

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
平
和
を
祈
り
な
が
ら
折
っ
た
千
羽
鶴

と
、
会
場
に
来
ら
れ
た
か
た
に
折
っ
て
い

た
だ
い
た
千
羽
鶴
を
展
示
し
ま
し
た
。

■
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
に
つ
い
て

　

７
月　

日
に
市
役
所
１
階
の
市
民
課
ロ

１５

ビ
ー
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。

■
国
際
親
善
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

　

国
際
親
善
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

市
か
ら
、
中
学
生
交
換
交
流
事
業
と
し
て

中
学
生　

人
、
引
率
の
先
生
２
人
の
計　

１０

１２

人
が
来
市
し
、
７
月
６
日
か
ら　

日
ま
で

１３

の
８
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
か
ら　

日
間
、
市
立

１７

１１

中
学
生
男
女　

人
、
引
率
者
２
人
の
計　

１０

１２

人
が
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
に
滞
在
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
や
文
化
、
自
然
な

ど
に
触
れ
、
８
月　

日
に
帰
国
し
ま
し

２７

た
。

■
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
に
つ
い
て

　

３
市
２
町
（
那
珂
市
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
、
小
美
玉
市
、
茨
城
町
、
五
霞
町
）
で

進
め
て
い
る
戸
籍
シ
ス
テ
ム
共
同
化
に
つ

い
て
、
那
珂
市
、
茨
城
町
、
五
霞
町
が
８

月　

日
に
稼
働
し
ま
し
た
。

３１
■
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

７
月　

日
に
災
害
時
の
緊
急
救
援
輸
送

２４

を
旨
と
す
る
「
災
害
時
の
緊
急
救
援
輸
送

に
関
す
る
協
定
」
を
、
茨
城
第
一
交
通
株

式
会
社
と
締
結
し
ま
し
た
。

■
災
害
時
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

　

８
月
４
日
に
災
害
時
に
被
災
者
な
ど
の

通
信
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
「
特

設
公
衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
覚

書
」
を
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
茨

城
支
店
と
締
結
し
ま
し
た
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
得
の
低
い
か
た
や
子
育
て
世
帯
の

負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
８
月

　

日
に
対
象
者
に
申
請
書
を
郵
送
し
、
申

１０請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
１
回
の
支

給
を　

月
８
日
に
行
え
る
よ
う
事
務
を
進

１０

め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
６
月　

日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始

１５

し
、
８
月　

日
に
第
１
回
の
支
給
を
行
い

１０

ま
し
た
。

■「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩

み
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く

り
条
例
」
に
つ
い
て

　

国
連
の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」
の
締
結
に
向
け
た
国
内
法
制
度
の
整

備
の
一
環
と
し
て
、「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）
が

平
成　

年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
平
成　

年

２５

２８

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
茨
城
県
は
今
年
４
月

議会議会
�����
���

　市長提出議案は報告５件、条例の一部改正２件、
平成２７年度補正予算６件、決算の認定２件、その他
２件の合わせて１７件について審議され、全議案につ
いて可決されました。

�
�
�
�
�
�

�������	
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か
ら
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

歩
み
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く

り
条
例
」（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）
を

施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
職
員
対
象
に
県
条
例
お

よ
び
法
施
行
に
つ
い
て
の
研
修
を
３
月
に

続
き
、
８
月　

日
に
も
実
施
し
ま
し
た
。

２１

ま
た
、
４
月
に
商
工
会
、
５
月
に
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
に
対
し
説
明
会
を
実
施

し
た
ほ
か
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
に
対
し
８
月　

日
に
説
明
会
を
実

１２

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
市
民
に

対
し
周
知
す
る
と
と
も
に
、
法
施
行
に
向

け
て
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
要
援
護
者
等
の
見
守
り
活
動
協
力
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

７
月　

日
、
要
援
護
者
（
高
齢
者
や
障

２２

が
い
者
な
ど
）
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
と
、
安
全
な
交
通
環
境
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン－

イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
お
よ
び
市
内
加
盟
店

　

店
舗
と
「
要
援
護
者
等
の
見
守
り
活
動

１０協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
を
行
い
ま

し
た
。

■「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
５
」
に
つ
い
て

　

８
月　

日
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

２９

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

那
珂
総
合
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
ひ
ま
わ
り
迷
路
や
花
火
大
会
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

も
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
来

場
者
の
た
め
に
、
那
珂
総
合
公
園
と
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
上
菅
谷
駅
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
、
約
３
万
８
千
人
の
家
族
連
れ
や

観
光
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
に
つ
い
て

　

那
珂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
第
１

回
販
売
を
、
５
月　

日
か
ら
６
月
２
日
ま

３１

で
の
期
間
に
市
内
５
か
所
で
行
い
、
１
万

５
千
セ
ッ
ト
を
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
子
世
帯
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
６
月
８
日
か
ら

７
月　

日
ま
で
の
期
間
に
申
請
の
受
け
付

１５

け
を
行
い
、
６
５
０
世
帯
に
７
１
８
セ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

■
産
業
祭
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
産
業
を
広
く
市
民
に
紹

介
し
、
事
業
者
や
生
産
者
、
消
費
者
と
の

交
流
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
域

産
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、　

月　

日
に
産

１０

２５

業
祭
を
開
催
す
る
た
め
、
７
月
８
日
に
那

珂
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

■
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
整
備
計
画
作
成
業
務

委
託
を
６
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

管
路
工
事
は
、
額
田
地
区
（
第
１
工
区
）

（
第
２
工
区
）（
第
３
工
区
）（
第
４
工
区
）を

６
月
、
門
部
地
区
（
第
９
工
区
）（
第　

工
１０

区
）（
第　

工
区
）
を
７
月
、
後
台
地
区

１１

（
第
１
工
区
）（
第
２
工
区
）（
第
３
工
区
）を

８
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

管
路
工
事
は
、
鴻
巣
Ⅱ
地
区
管
路
施
設

の
幹
線
４
号
第
６
工
区
、
支
線
第
９
工

区
、
管
路
布
設
１
・
２
工
区
を
７
月
に
発

注
し
、
酒
出
地
区
管
路
施
設
の
支
線　

号
５０

第
１
工
区
、
支
線　

号
第
１
工
区
、
支
線

４５

　

号
第
１
工
区
、
支
線　

号
第
１
工
区
、

５１

７１

支
線　

号
第
１
工
区
を
７
月
に
発
注
し
ま

３０

し
た
。

　
■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

木
崎
浄
水
場
配
水
池
新
設
工
事
、
東
木

倉
地
下
水
系
導
水
管
更
新
工
事
、
古
徳
地

区
老
朽
管
更
新
（
第
１
工
区
）
工
事
を
６

月
に
、
中
台
地
区
配
水
管
布
設
（
第
１
工

区
）
工
事
を
７
月
に
、
門
部
地
区
配
水
管

移
設
（
第
２
工
区
）
工
事
お
よ
び
酒
出
地

区
配
水
管
移
設
（
第
１
工
区
）
工
事
を
８

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
学
校
給
食
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て

　

児
童
・
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を

育
む
学
校
給
食
を
、
よ
り
安
全
に
安
心
し

て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
７
月
に
学
校
給

食
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
異

物
混
入
へ
の
対
応
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
に
給
食
業
務
関
係
者

２１

を
対
象
に
、
異
物
混
入
の
未
然
防
止
を
含

め
、
衛
生
管
理
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

た
め
衛
生
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
衛
生
講
習
会
お
よ
び
今
回
作
成
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
危
機
管
理
意

識
を
新
た
に
し
て
安
全
な
給
食
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、
６
月
１

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
に
事
業
所
や
学
校

３１

な
ど
を
対
象
と
し
て
３
回
行
い
、
４
７
７

人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得

と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
急
手
当
普
及
の
た
め
普
通
救

命
講
習
会
を
８
回
行
い
、
１
３
３
人
が
修

了
し
ま
し
た
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
受
講

対
象
者：

小
学
４
年
生
以
上
、
講
習
時

間：

　

分
）
は
９
回
行
い
、
３
２
７
人
が

９０

参
加
し
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
合
計
０

件
、
救
急
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病

３
０
７
件
、
交
通
事
故　

件
、
そ
の
他
１

５５

３
６
件
で
合
計
４
９
８
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、
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引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
８
月　

日
現

３１

在
の
支
給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
の
支
援
金
は
、
全
壊
が
２
０
１
件
、

大
規
模
半
壊
が
９
件
、
合
計
２
１
０
件
で

総
額
２
億
６
６
７
５
万
円
で
す
。
県
の
災

害
見
舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
５
３
７
万

円
で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊

が　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の

４６
半
壊
以
上
が
２
７
８
件
、
合
計
５
６
６
件

で
総
額
１
９
４
８
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、　
１０

件
で
１
９
３
０
万
円
で
す
。

　

市
内
お
よ
び
県
内
農
産
物
の
放
射
性
物

質
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
木
し
い
た
け

（
露
地
）を
除
い
た
す
べ
て
の
農
産
物
で
不

検
出
で
あ
り
、
出
荷
制
限
は
解
除
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
災
害
復
旧
工
事
は
、
菅
谷

地
区
（
第
１
工
区
）（
第
２
工
区
）、
菅
谷
・

竹
ノ
内
（
第
１
工
区
）、
杉
地
区
（
第
２
工

区
）、
横
堀
地
区
（
第
１
工
区
）、
堤
・
向

山
地
区
（
第
１
工
区
）、
瓜
連
・
中
里
・
古

徳
地
区
（
第
１
工
区
）、
瓜
連
・
古
徳
地
区

（
第
１
工
区
）、
瓜
連
地
区
（
第
１
工
区
）

を
７
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月
１
日

２７

�

那
珂
市
長　�
�
�
�
�

◎報告
専決処分について（損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の
額の決定）／平成２６年度決算に基づく地方公共団体の財政の健
全化に関する法律による健全化判断比率の状況について／平成
２６年度決算に基づく地方公共団体の財政の健全化に関する法律
による資金不足比率の状況について／平成２６年度那珂市一般会
計継続費精算報告書について／専決処分について（損害賠償請
求に関する和解及び損害賠償の額の決定）
◎条例の一部改正
那珂市個人情報保護条例の一部を改正する条例／那珂市手数料
条例の一部を改正する条例
◎平成２７年度補正予算
平成２７年度那珂市一般会計補正予算（第２号）／平成２７年度那
珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）／
平成２７年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第１号）／平
成２７年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第１
号）／平成２７年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第１号）／平成２７年度那珂市水道事業会計補正予算
（第１号）
◎平成２６年度決算の認定
平成２６年度那珂市各種会計歳入歳出決算の認定について／平成
２６年度那珂市水道事業会計決算の認定について
◎その他（同意を含む）
人権擁護委員の推薦について／那珂市教育委員会委員の任命に
ついて

������ 全議案可決

　

８
月　

日
〜　

日
、
那
珂
市
の
中
学
生

１７

２７

　

人
と
引
率
２
人
の
計　

人
が
、
国
際
親

１０

１２

善
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

７
月
に
那
珂
市
を
訪
問
し
た
オ
ー
ク

リ
ッ
ジ
の
中
学
生
と
の
久
々
の
再
会
を
喜

ん
だ
那
珂
市
の
訪
問
団
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
と
お
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
交
流
を
深
め
、
日
本
と
は

違
っ
た
文
化
や
習
慣
を
学
び
ま
し
た
。
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広報なか１０月号１１
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市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素

で
効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、「
第
３

次
那
珂
市
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」（
推
進
期
間：

平
成　

〜　

年
度
）
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て

２６

３０

い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
大
綱
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
行
政
経

営
の
確
立
」
を
柱
に
、「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
財
政

改
革
の
推
進
」「
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経
営
体

制
の
確
立
」「
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
推
進
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、　

の
実
施
項
目
に
取
り

４８

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
取
り
組
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
未

２６

利
用
財
産
の
活
用
と
処
分
に
よ
り
２
２
、５
８
４
千
円

の
収
入
を
確
保
し
た
も
の
の
、
市
債
の
発
行
が
前
年
度

よ
り
５
２
、７
２
４
千
円
増
え
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要

因
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
４
３
、６
８
２
千
円
で
し
た
。
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◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

活
動
の
担
い
手
の
育
成
や
組
織
運
営

に
か
か
る
手
法
な
ど
の
学
習
機
会
の
提

供
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ま
ち
づ
く
り
情
報

掲
示
板
」「
自
治
会
情
報
掲
示
板
」
を
作

り
、
自
治
会
や
団
体
の
活
動
内
容
を
広

く
公
開
し
、
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
促
進

と
、
市
民
か
ら
直
接
幅
広
い
意
見
を
聴

く
た
め
、「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い

座
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
市
政
情
報
な
ど
の
公
開

　

市
民
が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
適
時
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
利
用
し
て
、
市
内
外
へ
那
珂
市
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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１
か
所
と
認
定
こ
ど
も
園
１
か
所
に
再

編
す
る
「
那
珂
市
公
立
幼
稚
園
の
再
編

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先

行
し
て
来
年
４
月
に
額
田
幼
稚
園
と
横

堀
幼
稚
園
の
統
合
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
・
活
用

　

住
民
記
録
や
税
務
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
と
な
る
業
務
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
県
内
自
治
体
と
共
同
で
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
へ
移
行
し
２
月
に
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
経
費
の
削
減
は
も
と

よ
り
、
堅
牢
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
保
全
や

シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

◆
幼
稚
園
の
統
廃
合

　

平
成　

年
４
月
を
目
標
に
現
在
６
か

３１

所
あ
る
公
立
幼
稚
園
を
、
公
立
幼
稚
園
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◆
市
税
・
各
種
使
用
料
な
ど
の
徴
収
率

の
向
上

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
拡
充
や
、
口
座
振

替
の
推
奨
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
推
進

し
て
、
市
民
の
利
便
性
と
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

◆
適
正
な
定
員
管
理

　

組
織
の
見
直
し
や
民
間
委
託
な
ど
の

推
進
、
知
識
と
経
験
を
持
つ
再
任
用
職

員
の
活
用
な
ど
、
平
成　

年
４
月
１
日

２９

現
在
に
お
け
る
目
標
値
４
８
３
人
の
達

成
に
向
け
て
計
画
的
に
定
数
管
理
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の

２７

職
員
数
は
４
８
５
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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※
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

■平成２７年度那珂市行財政改革懇談会で
　審議いただきました

行
財
政
改
革
推
進
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
７
２
・
５
７
３
）

問い
合わせ

１８，２９３しどりの湯の有効活用

８，０１２自治体クラウドの推進・
活用

△１８，４００適正な定員管理

△１５，１２３嘱託・臨時職員などの
適正活用

△５２，７２４市債発行の抑制

△８，３７６特別会計繰出し金の抑制

●主な削減額
　（単位は千円・△は増加を表す）

●主な収入額（単位は千円）

２，０２０広告料の確保

２２，５８４未利用財産の活用と処分
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８
月

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

８
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
ババ

２９２９

ル
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、
約
３
万
８
千
人
の
か
た
が
来
場
さ
れ

ル
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、
約
３
万
８
千
人
の
か
た
が
来
場
さ
れ
まま

し
た
し
た
。。

会
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
に
来
場
者
が
次
々
と
足
を
止
め

　

会
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
に
来
場
者
が
次
々
と
足
を
止
め
てて

い
た
ほ
か
、
観
光
大
使
な
ど
に
よ
る
近
隣
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、

い
た
ほ
か
、
観
光
大
使
な
ど
に
よ
る
近
隣
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
那那

珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
の
岩
下
愛
莉
さ
ん
や
、
ひ
ま
わ
り
大
使

珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
の
岩
下
愛
莉
さ
ん
や
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナナ

カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
合
し
て
、
来

カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
合
し
て
、
来
場場

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。。

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
不
安
定
な
空
模
様
で
し
た
が
、
ス
テ

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
不
安
定
な
空
模
様
で
し
た
が
、
ス
テ
ーー

ジ
で
は
磯
山
純
コ
ン
サ
ー
ト
や
徳
永
ゆ
う
き
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ

ジ
で
は
磯
山
純
コ
ン
サ
ー
ト
や
徳
永
ゆ
う
き
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
クク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
市
内
各
団
体
な
ど
の
熱
気
に
満
ち
た
パ
フ
ォ
ー
マ

タ
ー
シ
ョ
ー
、
市
内
各
団
体
な
ど
の
熱
気
に
満
ち
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ンン

ス
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

ス
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
美
し
い
花

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
美
し
い
花
火火

が
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た

が
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。。

　

８
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

２９

ル
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、
約
３
万
８
千
人
の
か
た
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
に
来
場
者
が
次
々
と
足
を
止
め
て

い
た
ほ
か
、
観
光
大
使
な
ど
に
よ
る
近
隣
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
那

珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
の
岩
下
愛
莉
さ
ん
や
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ

カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
合
し
て
、
来
場

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
不
安
定
な
空
模
様
で
し
た
が
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
磯
山
純
コ
ン
サ
ー
ト
や
徳
永
ゆ
う
き
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
市
内
各
団
体
な
ど
の
熱
気
に
満
ち
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
美
し
い
花
火

が
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。



広報なか１０月号１３
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那
珂
市
で
は
、
今
年
度
中
に　

人
の
か
た
が
１
０
０
歳
を

１２

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

海
野
市
長
は
、
９
月　

・　

日
に
ご
自
宅
や
施
設
を
訪
問

１５

１６

し
、
内
閣
総
理
大
臣
・
県
知
事
か
ら
の
褒
状
や
那
珂
市
か
ら

の
記
念
品
を
、
祝
福
の
言
葉
と
と
も
に
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

し
ま
し
た
。
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　今年１００歳を迎えられた寺門さんは、週２回デイサービスに通っ
ていて、この夏は、ご自分で栽培したスイカを持って行き、みんな
で食べるのが楽しみだったそうです。
　身の回りのことは自分で行い、部屋の中にいるのは退屈してしま
うので、植木の剪定や畑仕事などを毎日しているそうです。
　１００歳とは思えない元気な姿に、長寿の秘訣をお聞きしたところ、
第一は「家族と一緒にいられること」だそうで、同居して本当によ
かったそうです。そして、第二には「横着せずに運動をすること」
をあげ、毎日畑までの約２００�を２往復しているそうです。食べ物の
好き嫌いもないそうで、よく食べてよく運動すること、そして家族
の愛情が長寿の秘訣のようです。　

▲寺門　静　さん
（南酒出）
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※
順
不
同
。
９
月
末
日
現
在
ご
存
命
で
掲
載
を
希

　

望
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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１４

難病に関する医療費助成制度の
対象疾病が拡大しました

平成２７年７月１日から難病医療費助成制度の対象疾病（指定難病）が３０６疾病に拡大されました

　〇指定難病の医療費の自己負担割合が３割から２割に引き下げられます。
　〇世帯の所得に応じた医療費の自己負担上限額（月額）が設定されます。
　〇自己負担上限額は受診した複数の医療機関などの自己負担をすべて合算した上で適用されます。

�������

自己負担上限額（月額）
区分の基準（市町村民税）階層区分 人口呼吸器等

装着者　※２
高額難病治療
継続者　※１一般

０円０円０円－生活保護世帯

１，０００円

２，５００円２，５００円非課税（世帯）本人収入：～８０万円低所得Ⅰ

５，０００円５，０００円非課税（世帯）本人収入：８０万円超低所得Ⅱ

５，０００円１０，０００円課税以上７．１万円未満一般所得Ⅰ

１０，０００円２０，０００円７．１万円～２５．１万円未満一般所得Ⅱ

２０，０００円３０，０００円２５．１万円以上上位所得

※１　月ごとの指定難病の医療費総額が５万円を超える月が年間６回以上ある場合です
※２　人工呼吸器などを装着しているかたは所得に関係なく一律１，０００円となります

　申請窓口はお住まいの管轄保健所（常陸大宮保健所）となります。

�������	
�����������

難病医療費制度の申請の流れ

【難病指定医】

【患者】

【都道府県の窓口】

【指定医療機関】

④医療受給者証

③申請書の提出

②診断書

⑤受診・治療

①受診

　○対　象　者　難病医療費助成制度を申請し「指定難病特定医療費受給者証（以下「受給者証」といいます）」を
交付され、那珂市に住民登録している難病患者のかた

　○手当金額　年額１５，０００円
　○申請期間　１０月１日から平成２８年３月３１日まで
　○必要書類　申請書（社会福祉課にあります）、受給者証の写し、印鑑、振込口座が確認できるもの（通帳など）
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　発病の原因が明らかでなく、治療方法が確立していない希少な疾病であって、長期の療養を必要とするもの
※対象となる疾病一覧は、厚生労働省のホームページで確認できます。また「難病対策」で検索可能です
�����������	
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または
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検 索難病対策



広報なか１０月号１５

社会福祉課障がい者支援グループ　�２９８－１１１１（内線１２６～１２８）問い合わせ

軽度・中等度難聴児
補聴器購入支援制度が始まりました

　市では、聴覚障がいのあるかたの日常生活の便宜を図るため、身体障害者手

帳をお持ちのかたを対象に補聴器の給付を行っています。

　さらに、難聴児の発達支援のため、１０月１日から身体障害者手帳の交付対象

にならない難聴児についても、補聴器の購入に必要な費用の一部を補助するこ

ととしましたのでお知らせします。

　なお、この補聴器の購入の補助を希望されるかたは、必ず購入前に社会福祉

課窓口までご相談ください。購入後に補助を受けることはできません。

　○市内に住所を有する１８歳未満のかた
　○両耳の聴力レベルが３０デシベル以上７０デシベル未満で、身体障害者手帳発行の対象とならないかた
　○補聴器を装用することで、言語の習得などにおいて一定の効果が期待できると医師の判断を受けたかた
　※ただし、次のいずれかに該当するかたは除く
　・対象児童または対象児童の属する世帯の構成員のうち、市民税所得割の額が４６万円以上のかたがいる場合
　・対象児童が労働者災害補償保険法その他の法令の規定により、補聴器購入費などの助成が受けられる場合

����

　○最大で、市が定める基準額の３分の２を助成します。
　※基準額を超えた分の費用については自己負担となります

����

��������

耐用年数基準額に含まれるもの（１台）基準額補聴器の種類

５年

①補聴器本体（電池含む）

②イヤーモールド
※イヤーモールドを必要としない場合
は、基準価格から９，０００円を除く

４３，２００円軽度・中程度難聴用ポケット型

５２，９００円軽度・中程度難聴用耳かけ型

４３，２００円高度難聴用ポケット型

５２，９００円高度難聴用耳かけ型

６４，８００円重度難聴用ポケット型

７６，３００円重度難聴用耳かけ型

９６，０００円耳あな型（レディメイド）

補聴器本体（電池含む）１３７，０００円耳あな型（オーダーメイド）

９，０００円イヤーモールド

　※助成を受けるためには医師意見書と補聴器業者の見積書が必要です
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茨
城
県
で
は
、
国
が
「
が
ん
対
策
基
本

法
」（
平
成　

年
）
を
制
定
す
る
前
か
ら
、

１９

独
自
で
が
ん
計
画
を
策
定
（
平
成
２
年
）

し
、
現
在
「
県
総
合
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

と
し
て
、
総
合
的
な
が
ん
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成　

〜　

年
の
５
か

２５

２９

年
を
第
３
次
計
画
と
し
て
、
過
去　

年
間

１０

で
の
取
り
組
み
の
実
績
と
新
た
な
課
題
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
示
し
て
い

ま
す
（
詳
細
は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

市
で
は
県
の
計
画
を
受
け
、
次
の
と
お

り
が
ん
対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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市
に
は
、
昨
年
度
県
で
養
成
講
座
を
受

講
し
た
が
ん
予
防
推
進
員
が
９
人
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
が
ん
検
診
や
が
ん
予
防

に
つ
い
て
の
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
に

つ
い
て
は
、
国
の
定
め
る
対
象
年
齢
か
つ

過
去
５
年
間
同
種
類
の
が
ん
検
診
の
受
診

歴
が
な
い
か
た
に
対
し
て
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
送
付
し
、
が
ん
検
診
の
周
知
と
勧
奨
に

努
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

働
き
盛
り
の
年
代
の
か
た
に
も
受
診
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
土
・
日
曜
日
に
検

診
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
「
総
合
健

診
」
で
は
、
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診

を
同
じ
日
に
選
択
し
て
受
診
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
健
診
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
総
合
健
診
・
子
宮
頸

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
一
部
の
日
程

で
未
就
学
児
の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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毎年１０月は、がん検診受診率
５０％達成に向けた集中キャン
ペーン月間です

　

右
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
が
ん
検
診

未
受
診
の
理
由
で
は
「
必
要
性
を
感
じ
な

い
」「
健
診
結
果
が
怖
い
」「
検
査
方
法
が

わ
か
ら
ず
不
安
」
な
ど
、
が
ん
検
診
に
対

す
る
知
識
不
足
に
起
因
す
る
も
の
が
約　
４５

％
を
占
め
ま
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
も
含
め

て
、
互
い
に
が
ん
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

持
て
る
環
境
づ
く
り
が
今
後
の
重
要
課
題

で
す
。

※「
茨
城
県
総
合
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

よ
り
一
部
抜
粋

健
康
推
進
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
）

�
２
７
０
・
８
０
７
１

問　

い

合
わ
せ

�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

がん予防推進員が８～９月にかけ、健診会場などでがん
に関するリーフレットを配布しPR活動を行いました。

那珂市で活躍するがん予防推進員の皆さん



広報なか１０月号１７

※アプリ内に広告が表示されますが、アプリ運営のた
めのもので、那珂市とは関係ありませんのでご了承
ください

　○イベントなどの日時や申込先などを、いつでもス
マホで確認できる。

　○範囲を指定した広報紙の画像を保存し、共有する
ことができる。（スクラップ＆シェア）

　○新しい広報紙が発行されると端末に通知がくる。

��������	
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　市では、９月１日から、広報紙をもっと身近なも
のとするため、アプリケーション・ソフトウェア
「ｉ広報紙」を利用し、スマートフォンやタブレッ
ト端末に広報紙を配信しています。
　いつでも、どこでも広報紙が読め、ページのめく
りや記事の拡大縮小が簡単にでき、気になる記事を
スクラップしたり、ＳＮＳでシェアすることも可能
ですので、ぜひご利用ください。
　なお、アプリの利用は無料ですが、情報の受信に
は通信料がかかります。

���������
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▲ＱＲコードからも
　ダウンロードできます。

秘書広聴課広報グループ
�２９８－１１１１（内線４２５）問い合わせ
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１８
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７４
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４４
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　８月１５日から９月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

９月１１日０．０５９横堀小学校

学校教育課

９月８日０．０５６額田小学校

９月１１日０．０５７菅谷小学校

９月１０日０．０６６菅谷東小学校

９月９日０．０６８菅谷西小学校

９月８日０．０６６五台小学校

９月１１日０．０６９芳野小学校

９月９日０．０５９木崎小学校

９月１１日０．０８４瓜連小学校

９月１０日０．０６１横堀幼稚園

９月１０日０．０６１額田幼稚園

９月９日０．０６１菅谷幼稚園

９月１１日０．０７７菅谷西幼稚園

９月１１日０．０７３五台幼稚園

９月１５日０．０６７芳野幼稚園

９月１１日０．０５９那珂第一中学校

９月１１日０．０７１那珂第二中学校

９月９日０．０５８那珂第三中学校

９月１１日０．０４０那珂第四中学校

９月２日０．０６７瓜連中学校

９月１０日０．０８１茨城学園

９月１１日０．０５８ナザレ幼稚園

９月１４日０．０７３さいせい幼稚園

９月１５日０．０７３大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

９月２日０．０８５保健センター（ひだまり）健康推進課

９月２日０．０８７中央公民館

生涯学習課

９月１日０．０８１図書館

９月４日０．０７６那珂総合公園

９月３日０．０７９歴史民俗資料館

９月４日０．０７８ふれあいの杜公園

９月１０日０．０７３ふれあいセンターよこぼり

市民協働課

９月９日０．０８０ふれあいセンターごだい

９月１１日０．０７５ふれあいセンターよしの

９月１１日０．０９０総合センターらぽーる

９月９日０．０６４戸多地区交流センター

９月２日０．０８７那珂聖苑那 珂 聖 苑

９月１１日０．０７３中谷原公園
都市計画課

９月１１日０．０７２宮の池公園

９月１５日０．０６８一の関ため池親水公園
商工観光課

９月１５日０．０７４静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

９月３日０．０５９菅谷保育所

こ ど も 課

９月２日０．０７１瓜連保育園

９月２日０．０６９ゆたか保育園

９月５日０．０６２かしま台保育園

９月２日０．０７０ごだい保育園

９月２日０．０５２大成学園額田保育園

９月３日０．０６８地域子育て支援センター
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　携帯電話から１１９番通報をする場合、どこからでも
通報できるという利点がある反面、通報場所の特定に
時間を要することがあります。
　自宅や会社などから１１９番通報をする場合は、住所
を伝えてください。買い物中や交通事故現場などで、
住所がわからない場合は近くの店舗や施設名などの目
標物を伝えてください。携帯電話から１１９番通報をす
ると管轄の消防本部へつながります。市町村境界付近
では、電波の状況により、近隣の他消防本部へつなが
る場合もありますが、管轄する消防本部へ転送されま
すので切らずにお待ちください。
　消防署員すべてが、１秒でも早く現場に向かえるよ
う常に努力しています。どうぞ落ち着いて通報してく
ださい。

　１１９番は「緊急用回線」です。病院紹介などの問い合
わせはしないようにお願いします。
　消防署への問い合わせの場合は、上記消防本部代表
電話へおかけください。
　皆さまのご理解・ご協力をお願いします。
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�������	
��������	
���

�������� �������� 消防本部　�２９５－２１１１問い合わせ

収納課収納グループ
�２９８－１１１１（内線１７２・１７３）問い合わせ

１０月から、収納課窓口で市税などの口座振替のお申込みができるようになりました１０月から、収納課窓口で市税などの口座振替のお申込みができるようになりました。。
キャッシュカードをお持ちであれば、その場で手続きができます。ぜひ、ご利用くださいキャッシュカードをお持ちであれば、その場で手続きができます。ぜひ、ご利用ください。。

申込票に必要事項を申込票に必要事項を記記

入していただきます入していただきます。。

端末にキャッシュカ端末にキャッシュカーー

ドを通し、暗証番号ドを通し、暗証番号をを

入力していただきます入力していただきます。。

専用ネットワークを介
して口座データの送受
信を行います。

確認書にご署名
をいただき申込
完了です。

受信データと口座
の照合が行われ、
登録されます。

◆ 対象税（科）目

　市県民税、固定資産税、都市計画税、軽自動

車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢

者医療保険料

※年金や給与からの特別徴収分は対象外です

◆ 取扱金融機関

　常陽銀行、筑波銀行、

水戸信用金庫、茨城県信

用組合、ゆうちょ銀行

※「口座振替依頼書」によるお申込みは、従来どおり金融機関で受け付けます

※自動車などを運転しながらの通
報は、要請場所の特定が困難な
上、道路交通法違反であり大変
危険です。必ず安全な場所に停
車してから通報してください
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歯
科
の
治
療
と
い
う
と
、
一
般
的
に

は
虫
歯
や
歯
周
病
、
歯
槽
膿
漏
が
多
い

で
す
が
、
最
近
は
歯
並
び
を
気
に
さ
れ

る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

親
御
さ
ん
が
、
子
ど
も
の
歯
並
び
を

見
て
、
将
来
、
歯
並
び
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
？
と
不
安
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

歯
並
び
は
、
歯
の
大
き
さ
と
あ
ご
の

大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
、
顔
の
位
置
関
係

で
決
ま
り
ま
す
。

　

食
生
活
の
変
化
で
、
食
事
に
柔
ら
か

い
も
の
が
増
え
、
あ
ま
り
噛
ま
な
く
て

も
食
べ
ら
れ
る
た
め
、
噛
む
回
数
が
減

り
、
そ
の
た
め
あ
ご
の
発
達
が
悪
く
な

り
や
す
く
、
あ
ご
の
小
さ
い
子
が
増
え

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
小
顔
は
、
見
た

目
に
は
良
い
で
し
ょ
う
が
、
歯
科
的
に

は
不
都
合
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

あ
ご
が
小
さ
い
と
、
歯
の
並
ぶ
ス

ぺ
ー
ス
が
足
り
ず
、
重
な
っ
た
歯
並
び

に
な
っ
て
し
ま
い
、「
食
べ
物
が
し
っ
か

り
噛
め
な
い
」「
発
音
が
悪
く
な
る
」
な

ど
、
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、
機
能
的

に
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
磨

き
が
し
に
く
く
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
し
っ

か
り
噛
め
な
い
た
め
、
噛
ま
な
い
習
慣

に
な
り
、
脳
の
活
性
化
を
妨
げ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
歯
並
び
が
悪
い
こ
と
に
よ

り
、
均
等
に
噛
め
ず
、
骨
格
に
歪
み
を

生
じ
、
姿
勢
が
悪
く
な
っ
た
り
、
内
臓

に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
食
事
に
良

く
噛
む
物
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
加
工
食
品
だ
け
で
は
な

く
魚
や
肉
の
料
理
に
し
た
り
、
お
や
つ

は
煎
餅
に
す
る
な
ど
、
生
活
の
中
で
少

し
改
善
す
る
だ
け
で
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。　

そ
し
て
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
カ

ル
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
、
骨
の
成
長
を

促
す
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
る
よ
う
に
し
、

太
陽
の
下
で
運
動
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
３
つ
で
、
骨
は
大
き
く
、
丈
夫
に

な
り
ま
す
。

　

骨
は
代
謝
を
す
る
の
で
、
成
長
期
の

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
に
と
っ

て
も
重
要
で
す
。
大
人
は
も
う
背
が
伸

び
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
密
度

を
上
げ
、
元
気
な
骨
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

歯
並
び
は
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
の
予

防
と
違
い
、
自
分
で
よ
く
す
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

小
さ
な
頃
か
ら
の
工
夫
で
改
善
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

自
分
の
歯
で
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

将
来
の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

������������������������� 健康推進課健康増進グループ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
�２７０－８０７１

問い合わせ

ないなどさまざまな理由で自宅に戻れないかたがたくさん
いるのが実態です。そのようなかたのために村では「応急
仮設住宅」を建設しました。
　「仮設住宅」と聞いて皆さんはどのような建物を想像しま
すか？１０～２０軒が横１列に並んでいるプレハブで、夏は暑
く冬は寒く、突貫工事で作った単純構造、これが私の仮設
住宅のイメージでした。
　しかし、まぁ～何ということでしょう！仮設住宅は２軒
長屋ですが将来は一軒の家にリフォームできるように造ら
れていて、土台の基礎もしっかりとしています。玄関まで
は階段に手すり付きタイプとスロープタイプの２タイプあ
り、１人世帯用、２～３人世帯用、４人以上の世帯は２軒
借りるなどの配慮がされています。間取りはそれぞれです
が、私が住む１人用住宅は２Kで、十分な広さがあり、ベラ
ンダには布団がたっぷり干せます。
　最近まで仮設住宅に４５世帯８８人が住んでいましたが、こ
の６月に新しく避難指示解除区域および２０キロ圏内居住者
限定の「災害公営住宅」が建設され、１０世帯近くが転居し
ました。
　家がすぐ目の前にある
のに住めない、せめて庭
の草だけでも取りに行こ
う、畑だけでも耕しに行
こう…。そんな思いで川
内の人々は暮らしていま
す。

　那珂市の皆さん、こんにちは。ひだまり保健師の中山友
子です。
　８月２９日に開催された「なかひまわりフェスティバル」
での近隣市町村ブースの中に、実は福島県から川内村が参
加していたのを皆さんはご存じでしたか？
　気づいたかたからは「えっ？福島から来たの？」「川内
村ってどこにあるの？」「放射能の影響はないの？」などの
質問をいただき、さらに「実家は相馬市なんだ！」とか
「いわきに親戚がいる」「先週、福島旅行に行ってきたよ」
などたくさんのかたが足を止めてくれました。
　今回は「村を知ってもらう」ということが目的だったの
で遠藤村長はじめ川内村スタッフは大満足でした。
　会場でお会いしたかたから「中山さんはどこに住んでい
るの？」と私を心配してくださる声が多かったので、今回
は川内村の仮設住宅について報告します。
　広報なか７月号において村民の帰村状況をお伝えしまし
たが、１９世帯５４人のかたが「避難指示解除区域」に住所が
あります。また、２０キロ圏内のかたも自宅に戻るにはまだ
不安がある、５年近く家を空けていたので住める状態では

�
�
�
�
�
�
�
	


	
��

あ
く
つ
歯
科
医
院　

圷　

宏
唯　

先
生

福島県川内村から
お届けします

����������



広報なか１０月号２１

★『気付くのが遅すぎて、』 ／酒井順子　著　講談社
　あえて体育会に所属するゆとり世代に感心し、冥界の女子会
を想像する・・・・。気付くのが遅すぎてあたふたする日々を
記す人気エッセイ。「週刊現代」２０１４年６月７日号～２０１５年６月
２７日号連載より５０本を掲載。 （出典：TRC MARC）

【一般書】
『反人生』� ／山崎ナオコーラ　著
『龍馬奔る　２　土佐の勇』
� ／山本一力　著
『孤狼の血』� ／柚月裕子　著
『ルパンの娘　�������	
��
����』
� ／横関　大　著
『夕暮れの時間に』� ／山田太一　著

【児童書】
『幸せとまずしさの教室　世界のこど
ものくらしから』� ／石井光太　著

『昔の玩具大図鑑　時をこえて愛され
るおもちゃ』� ／井上重義　監修
『がっこうのおばけずかん　おばけ
にゅうがくしき』� ／斉藤　洋　作

� 宮本えつよし　絵
『ペンダーウィックの四姉妹　２　さ
さやかな奇跡』
� ／ジーン・バーズオール　作
� 代田亜香子　訳

������

★『はしれ、ゴールのむこうまで！』
 ／稲葉卓也　絵　くすのきしげのり作　講談社
 （講談社の創作絵本　いちねんせいの一年間）
　今日は運動会。走るのが遅いそうたは、徒競走が苦手です。
そのことに気づいた校長先生は、「ゴールのむこうまで走る」
ということを教えてくれます。そして・・・。小学１年生の学
校行事と生活を描いた絵本。 （出典：TRC MARC）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

任
期
満
了
（
平
成　

年
３
月
９
日
）
に
伴
う
那
珂
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
と

２８

お
り
執
行
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
選
挙
期
日　
　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日
（
日
）

２８

２１

○
選
挙
期
日
の
告
示
日　

平
成　

年
２
月　

日
（
日
）

２８

１４

○
期
日
前
投
票
の
期
間　

平
成　

年
２
月　

日
（
月
）
か
ら　

日
（
土
）
ま
で

２８

１５

２０

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
、
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）、
立
候
補
書
類
等
事
前
審
査

２８

１８

は
、
平
成　

年
２
月
４
日
（
木
）
を
予
定
し
て
い
ま
す

２８

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
な
か
お
し
ら
せ
版
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
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各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
や
開
票
の
状
況
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
は
、
選
挙
当
日
の

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投
開
票
情
報
を
掲
載
し
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
票
所

（
中
央
公
民
館
）
で
は
、
掲
示
板
を
設
置
し
て
開
票
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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現
在
、
開
票
事
務
は
中
央
公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
票
所
内
に
参
観
人
用
の
席
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

場
所
か
ら
開
票
作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
参

観
で
き
る
か
た
は
、
市
内
の
選
挙
人
に
限
ら
れ
、
参
観
人
席

数
の
都
合
に
よ
り
入
場
の
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

� �
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土金木水火月日
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１日・１５日
    午後２時～
１９日
　午前１０時３０分～
２７日　 
    午後３時～

　おはなし会

休館日
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９
月　

日
、
わ
か
す
ぎ
学
園

１２

（
那
珂
四
中
・
菅
谷
小
・
菅
谷
東

小
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主
催
の

家
庭
教
育
学
級
合
同
企
画
「
米
村

で
ん
じ
ろ
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　

お

も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
が

那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

広
い
ア
リ
ー
ナ
で
の
ブ
ー
メ
ラ

ン
、
空
気
砲
、
エ
ア
ド
ー
ム
や
大

き
な
風
船
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
験
の
数
々
に
子

ど
も
た
ち
の
目
は
き
ら
き
ら
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
に
ワ
ク
ワ
ク
�

第
�
回
新
宿
夏
祭
り

　

８
月　

日
、
木
崎
地
区
新
宿
自

２２

治
会
に
お
い
て
、
第
９
回
新
宿
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ば
さ
子
ど
も
会
の
お
み
こ
し

が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
町
内
を
練
り
歩
き
、
メ
イ
ン
会

場
で
は
、
か
き
氷
、
か
ら
あ
げ
、

や
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
模
擬
店
が
並
び
ま

し
た
。
抽
選
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
花
火
大

会
と
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
お
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

那
珂�

の
�
人
が
全
国
の
舞
台
で
躍
動

��

　

那
珂　

に
所
属
の
須
藤
輝
さ
ん

FC

（
写
真
右
）
と
小
野
崎
翼
さ
ん
（
写

真
左
）
が
、
８
月　

日
〜　

日
に

１４

１６

開
催
さ
れ
た
「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ

プ
第　

回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ

２５

ル
大
会
全
国
大
会
」
に
茨
城
県
代

表
マ
ル
バ
茨
城
Ｕ－

　

の
メ
ン

１２

バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

マ
ル
バ
茨
城
Ｕ－

　

は
、
予
選

１２

リ
ー
グ
を
１
位
通
過
し
、
見
事
決

勝
リ
ー
グ
に
進
出
し
ま
し
た
。
須

藤
さ
ん
と
小
野
崎
さ
ん
の
活
躍
も

あ
り
、
全
国
ベ
ス
ト
８
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
に
注
意
�

　

９
月　

日
、
カ
ス
ミ
那
珂
店
で

１５

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
消
費
者

団
体
が
、
９
月
の
「
高
齢
者
向
け

悪
質
商
法
・
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
に
合

わ
せ
、
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

近
年
、
悪
質
商
法
や
ニ
セ
電

話
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
者
問
題
が
発
生
す
る

中
、
特
に
狙
わ
れ
や
す
い
高
齢
者

の
か
た
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
と
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
手
渡
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
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８
月　

日
、
有
賀
絵
里
氏
（
茨

２１

城
大
学
非
常
勤
講
師
）
を
講
師
に

迎
え
、「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る

条
約
と
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と

題
し
て
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会

委
員　

人
、
市
職
員
（
総
括
課
長

１９

補
佐　

人
）
を
対
象
に
研
修
会
が

３０

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
は
、「
障
害

者
差
別
解
消
法
と
は
」「
障
害
者

権
利
条
約
と
は
」「
社
会
の
中
に

あ
る
バ
リ
ア
」「
ま
と
め
」
の
４

部
構
成
で
、
写
真
や
絵
を
交
え
な

が
ら
参
加
者
に
わ
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
が
い
者
差
別
を
無
く
す
た
め
に

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

ロ
シ
ア
の
文
化
を
学
ぶ　

９
月　

日
、
那
珂
市
国
際
交
流

１３

協
会
主
催
の
「
多
文
化
共
生
セ
ミ

ナ
ー　

ロ
シ
ア
編
」
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
出
身
の
ア
ニ

シ
モ
ア
・
ア
リ
ョ
ー
ナ
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
日
本
と
ロ
シ
ア
を
比
較
し

て
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
に
つ
い

て
写
真
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
話

後
は
、
ア
ニ
シ
モ
ア
さ
ん
手
作
り

の
ロ
シ
ア
の
お
菓
子
を
楽
し
み
な

が
ら
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

初
期
消
火
活
動
に
感
謝　

９
月
４
日
に
発
生
し
た
建
物
火

災
が
、
高
野
屋
石
油
店
に
勤
務
す

る
従
業
員
の
か
た
が
た
の
連
携
に

よ
り
、
被
害
が
最
小
限
に
食
い
止

め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
９
月

　

日
、
消
防
本
部
よ
り
高
野
屋
石

１４油
店
を
消
防
協
力
者
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。　

　

高
野
屋
石
油
店
の
み
な
さ
ま
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
、
火
事
な
ど
の

現
場
を
発
見
し
た
場
合
は
、
慌
て

ず
に
通
報
、
初
期
消
火
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
６
日
、
那
珂
医
師
会
・
河

北
歯
科
医
師
会
・
常
陸
大
宮
薬
剤

師
会
主
催
の
「
多
職
種
協
働
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
総
合
セ
ン
タ
ー

ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
で
も
安
心
で
き
る
街

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療
関

係
者
・
介
護
事
業
者
・
行
政
関
係

者
な
ど
に
加
え
一
般
の
か
た
の
参

加
も
多
数
あ
り
、
参
加
者
は
認
知

症
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
多
職
種
の
連
携
と
地
域
の
支

え
あ
い
が
必
要
だ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
通
し
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
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� 国保ミニ情報 �

○那珂市国保の加入者数 １５，０６７人

　（平成２７年８月末現在・

 前月比５９人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億３，９４９万円

　（平成２７年８月・

 前月比２，８８９万円増）

※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

� 人の動き �
那珂市の人口（９月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，３６４人 （－　４）
　女　　　２８，２３９人 （－　４）
　計　　　５５，６０３人 （－　８）
世帯数　　２１，９９４世帯 （＋　１）

○出生　３４人
○死亡　５０人

（８月１日～３１日）

� 今月の納税 �

○市県民税（普通徴収） ３期
○国民健康保険税（普通徴収） ４期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収） ４期
○介護保険料（普通徴収） ４期

納期限：１１月２日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

８月１５日～９月１４日（敬称略）
野木　利三郎 １６，０００円
吉澤　金次郎 １０，０００円
薬師神　毅雄 ５，０００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

�����
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　８月２８日、新宿夏祭り実行委員
会から那珂市に、夏祭り開催時の
収益金８，５５１円が寄付されました。
　市では有効に活用させていただ
きます。ありがとうございまし
た。

★火災・救急の状況★
（平成２７年８月）

○火災件数
　　　０件 （本年累計１２件）
○救急出場件数
　　　１７０件 （本年累計１，３５５件）
※救急出場件数が増加していま
す。真に緊急を要するかたのた
めに、救急車の適正利用をお願
いします

問い合わせ／那珂市消防本部
�２９５－２１１１

�������	
���

　９月８日、茨城県牛乳普及協会
から、８月に那珂総合公園で開催
された「のび伸び牛乳杯第３５回ち
びっ子野球大会」で販売した牛乳の
売上金３４，９９０円が那珂市に寄付さ
れました。
　市では有効に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

�������	
���

★事件・事故の発生状況★
（平成２７年８月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 ２１３件
　負傷者 ２９４人
　死者 ３人
※暗くなる前から反射材を身に付
けましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ３０４件
　　うち　　空き巣 ２６件
　　　　　　自動車盗 １６件
　　　　　　自転車盗 ２８件
※防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ！
問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０



広報なか１０月号２５

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ ���（携帯可）

　������������	�
����������

●メールアドレス

　��������	�
�����������

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

11月の休日当番医

１日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１
３日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８
８日　小野瀬医院 （後台）
 �２９５－２２２１
１５日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０
２２日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 �２９５－５３８６
２３日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００
２９日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
 �３５３－２８１１

■診療時間／午前９時～１１時３０分
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療
情報コントロールセンター（�
２４１－４１９９）、または「那珂市消防
本部」（�２９５－２１１１）へお問い合
わせください 。１１９番は「緊急事
態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力くだ
さい

日時／１１月１０日（火）
　　　午後１時～５時
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予

約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談

はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
※ごみ出しのルールが守られていない
ごみは収集できません。収集されな
いことによってごみ置き場の管理者
に多大な迷惑がかかっています。ご
み出しのルールは必ず守るよう、ご
協力をお願いします
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／

必ず氏名をフルネームで記入してくだ
さい。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

可燃ごみの出し方について

日時／１１月４日（水）、１１日（水）、
　　　　　１８日（水）、２５日（水）
　　　午前９時～正午
場所／

総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会菅谷分室

（総合保健福祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

心配ごと相談

　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝く
じの社会貢献広報事業として行っているもので、地域
コミュニティ活動の充実と強化を図ることを目的に、
活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づく
りなどに助成をするものです。
　今年度は、飯田自治会がこの事業により、炊出し用
の移動かまどと停電時でも活動が行えるよう発電機付
き投光機を整備しました。
　このたびの防災資機材の整備によって、より一層の自主防災組織活動の充
実が期待されます。

�������	
��
�������	
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　平成２７年１月２日以降に家屋の全部
または一部を取り壊した場合は、平成
２８年度からその家屋の取り壊した部分
についての固定資産税は課税されませ
ん。家屋を取り壊したかたは、お早め
に「家屋滅失届」を税務課へご提出く
ださい。
　なお、届出用紙は市役所（本庁）１
階税務課窓口に備えてあります。
申込み・問い合わせ／

税務課資産税グループ

�２９８－１１１１　内線１６２～１６４

お早めに「家屋滅失届」を
提出してください

　有害ごみの電池・電球・体温計（水
銀入り）については、それぞれ回収業
者が異なるため、別々に袋詰めして排
出してください。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

有害ごみの出し方について
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那珂市食生活改善推進員協議会

　

先
月　

日
に
、
第
三
回
定
例
議
会
が

１８

閉
会
し
ま
し
た
。
９
月
議
会
は
、
税
金

の
使
わ
れ
方
を
議
会
に
お
諮
り
す
る
議

会
で
す
。
慎
重
な
る
審
議
を
い
た
だ

き
、「
平
成　

年
度
各
種
会
計
決
算
」
を

２６

は
じ
め
と
す
る
、　

件
の
議
案
な
ど
を

１７

原
案
ど
お
り
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
開
催
中
の　

日
か
ら　

日
に
か

１１

１３

け
て
、　

年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
超
弩

５０

級
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
茨
城
県
内
に

大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
早
急
に
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
本
部
要
員

を
招
集
し
、
３
避
難
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
避
難
所
に
は
保
健
師
を
含
む
４
人

の
チ
ー
ム
を
配
置
し
、
夜
を
徹
し
て
万

全
の
態
勢
で
臨
み
ま
し
た
が
、
次
の
日

に
は
特
別
警
報
も
解
除
さ
れ
、
幸
い
に

も
那
珂
市
で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
西
地
区
に
お
い

て
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は

報
道
で
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。

　

本
市
か
ら
は
、
壊
滅
的
被
害
の
あ
り

ま
し
た
常
総
市
へ
、
消
防
職
員
を
５
日

間
で
延
べ　

人
、
市
民
生
活
部
担
当
職

３６

員
と
保
健
師
を
延
べ
６
人
派
遣
し
、
避

難
者
の
支
援
と
孤
立
者
の
救
助
を
行
い

ま
し
た
。
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
孤
立
し

た
市
民
の
救
出
活
動
で
は
消
防
職
員
が

　

人
を
救
出
し
て
お
り
ま
す
。

８５
　

そ
の
後
は
、
給
水
車
の
出
動
要
請
を

受
け
、
上
下
水
道
部
担
当
職
員
を
４
日

間
で
延
べ
８
人
、
お
よ
び
職
員
派
遣
の

要
請
に
よ
り
６
日
間
で
延
べ　

人
を
派

１６

遣
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
支
援
と

し
ま
し
て
は
、
連
休
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
が
収
集
し
た
災
害
ご
み
を
受

け
入
れ
、
処
分
す
る
任
務
も
引
き
受
け

ま
し
た
。（
９
月　

日
現
在
）

３０

　

災
害
は
い
つ
襲
来
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
こ
と
が
、
生
き
延
び
る
た
め
の

鉄
則
で
す
。
飲
み
水
や
食
料
の
備
蓄
、

自
家
用
車
は
何
時
も
燃
料
タ
ン
ク
を
満

タ
ン
に
し
、
貴
重
品
は
い
つ
で
も
持
ち

出
せ
る
準
備
を
し
て
お
き
、
災
害
に
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
役
所
職
員
も
、
使
命
感
に
燃
え
て

任
務
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

 

　

那
珂
市
長　�
�
�
�
�
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■コメント

　手軽に利用できる「さば缶（水煮）」と身
近にある食材で栄養バランスがよく、気軽に
できる一品です。

那珂市食生活改善推進員協議会

高齢食部会の皆さん

ヘルスメイトさんが作る健康料理  １２１○

■１人分（１５５kcal／塩分１．５g）

■作り方
①キャベツは芯をつけたまま６つにくし形に切り、人参は５��長
さの２～６つ割りに切る。玉ねぎは薄切りにする。

②鍋に人参、キャベツ（火が通りやすいように芯を下にする）、玉
ねぎを入れる。Ａを入れて蓋をし中火で１５分煮る。

③蓋をあけてＢを加え再び蓋をして１０分煮込む。蓋を外して火を
強めて２～３分火にかけ、スープを煮つめる。

■材料（４人分）
キャベツ�………………………………�４００ｇ
人参�……………………………………�１００ｇ
玉ねぎ�…………………………………�１５０ｇ

水�…………………………………�４００��
顆粒コンソメ�………………………�８ｇ

さば水煮缶�………………………�１８０ｇ
カレー粉�……………………………�２ｇ
トマトケチャップ�………………�１５０ｇ
酒�……………………………………�１５��

キャベツとさば缶の
カレ�トマト煮込み
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広報なか１０月号２７
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戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。
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キャベツとさば缶の
カレートマト煮込み

印刷／いばらき印刷株式会社

122

いっぱい食べて元気に育ってね！

お姉ちゃんと仲良く、
元気に育ってね！

いつまでも元気に
にこにこ笑っていてね！

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

再生紙と大豆油インキを使用しています。

8/12
生まれ藤咲和雅くん

かずま

8/8
生まれ岡山果帆ちゃん

か　ほ

8/1
生まれ大山和瑞ちゃん

なごみ

※
レ
シ
ピ
は
26
ペ
ー
ジ
に
記
載

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

　８月29日に、那珂総合公園で開催された「ひ

まわりフェスティバル2015」には、３万

8,000人のみなさんにお越しいただきました。

　ひまわり畑に設置された「ひまわり迷路」

では、たくさんの人が「ひまわり」と「迷路」

を楽しんでいました。

さ
ん

キャベツとさば缶の　　　
　　　カレートマト煮込み


